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クラス活動の絵本の読み聞かせにおける
相互作用の意義
―保育者と幼児の視線の変容プロセスの分析より―
奥山 優佳＊・松述 毅＊＊・香曽我部 琢＊＊＊
保育における集団に対する絵本の読み聞かせにおいては、これまでの先行研究において
幼児と保育者間で生じる相互作用を捉えることの重要性について示唆されている。本研究
では、保育者と幼児の視線の変容に焦点をあて、そのプロセスを明らかにすることで、読
み聞かせにおける相互作用の意義について検討することを目指した。その結果、絵本の読
み聞かせにおける保育者の視線には、保育者の意図的な注視、子どもの反応に対する即時
的な注視、子ども理解を深めようとする細やかな注視という３つの注視が存在し、それら
の変容していくプロセスが明らかとなった。また、保育者は、絵本を認知的道具として、
幼児との相互作用を媒介させることで、幼児との間に三角構造の相互作用を生みだし、注
視によって子ども理解を得て、それらを内化していることを示唆した。
１．問題と状況
相互行為としての絵本の読み聞かせ
保育における集団に対する絵本の読み聞かせの先行研究に対する概観について、奥
山ら（２００８）１、並木（２０１２）２は幼児の反応や幼児への影響に着目した研究が多い反面、
保育者の動作に着目した研究が少ないことを示した。さらに、奥山ら（２００８）では、
佐藤（２００７）３の読み聞かせにおける楽しさの共有過程に関する研究成果をもとに、「幼
児と保育者を切り離しては、読み聞かせにおける幼児への教育的効果や、その為に必
要とされる保育者の専門性や資質の一面しか捉えることができない。」と述べ、絵本
の読み聞かせにおける幼児と保育者間で生じる相互作用を捉えることの重要性につい
て示唆している。
＊ 東北文教大学短期大学部子ども学科
＊＊ 学校法人恵愛学園認定こども園恵泉幼稚園
＊＊＊ 宮城教育大学教育学部初等教育養成課程
クラス活動の絵本の読み聞かせにおける相互作用の意義（奥山・松述・香曽我部）
―７３―
読み聞かせにおける保育者の視線
奥山ら（２００８）では、集団に対する絵本の読み聞かせにおける幼児と保育者の相互
作用において、保育者が「視線」と「次のページをめくる」行為によって、幼児たち
の絵本の想像世界の共有化を修辞していることを明らかにした。さらに、佐藤
（２００７）は絵本の集団読み聞かせにおいて、幼児が楽しさを共有される際の注視と発
話に着目し、その特性について明らかにしている。つまり、読み聞かせという活動で
は保育者と子どもとの間に視線を用いた相互作用が行われており、この活動における
両者の視線の変容を捉えることで、読み聞かせにおける相互作用の意義を捉えること
が可能であると考えられるのである。
共同注視とは
視線が一定の対象に対して、一定の時間、向けられる行為を注視というが、野村
（１９８５）４によれば、注視とは「他者のからだに触れることが『物理的縄張り』の侵犯
を構成するのと同種の現象」であり、見るという受動的な行為ではなく、視線を投げ
かける対象に向けられた能動的な刺激や作用である。そして、見つめられる者は「誰
かにじっと見つめられていることがわかると、思わず見返すという現象が広く見られ
る」ことを示し、対象者が警戒、不審、警告の身体反応を示すと述べている。また、
Moore（１９９５）５によると、共同注視を自発的に行うことが難しい１歳未満児であって
も、大人が視線を用いて随伴強化を行うと共同注意学習が可能になることを明らかに
した。さらに、David&Appell（１９６１）６は、母親と乳児との相互の注視について、自ら
の体験を共有する行為と示し、母親とのアタッチメント行動の一環として捉えている。
すなわち、注視が複数の人の間で行われることは、注視を行う者同士の受動的で、か
つ能動的な意思に基づく相互作用と捉えられるのである。
２．研究の目的
本研究では、集団の読み聞かせ活動における保育者と幼児の視線の変容プロセスを
明らかにすることで、読み聞かせにおける相互作用の意義について検討を行う。さら
に、その研究成果をもとに、読み聞かせにおいて求められる保育者の専門性について
検討を行おうと考えた。
３．研究方法
事例収集の手続き
本研究では、集団への絵本の読み聞かせ活動における保育者と幼児の視線の変容プ
ロセスを明らかにすることを目的としている。しかし、予備調査において、普段の読
み聞かせ場面では、保育者と幼児の視線が向けられた方向は判別できるものの、焦点
がどこにあてられているのか、その細かな部分までは明らかにすることが難しく、
VTRのみでそこでの相互作用の意味について明らかにすることは難しいと判断した。
そのため、まず、読み聞かせ場面において、保育者側から幼児を捉えた VTRを撮
影するとともに、幼児側から保育者を捉えたＶＴＲを同時に撮影した。そして、
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そのようにして撮影した７事例の中から、視線の動きが特徴的だった１事例を抽出し
た。さらに、その２つの VTRを見ながら、読み聞かせを実施した保育者に視線の
対象や変容について半構造化インタビューを実施した。
事例収集の理論的枠組み
前節に示した事例のサンプリングの手続きは、ある特定の経験や、その経験をして
いる者を研究対象者とする歴史的構造化サンプリング（Historically Structured Sampling，
以下 HSS）７に基づいている。HSSの概念は後述する分析方法である複線径路・等至
性モデル（Trajectory Equifinality Model：以下 TEM）と結びつき、不可分である
（Valsiner２００６）。
TEMや HSSでは、人間の成長を開放システムとして捉える。それはつまり、人間
を外界から孤立して存在する物のようにではなく、外界との相互作用の中で、様々な
経路を辿って等至点に至る存在であると捉えるのである。そのために、人間を閉鎖シ
ステムと捉えて、不特定多数の事例を抽出するランダム・サンプリングではなく、外
界との相互作用のなかで、研究の目的によって特定された等至点に至る実践事例を抽
出するサンプリングの理論が必要となる。そこで、本研究では、「文化などの下界と
人間が不可分の存在であることを前提とし、人間を外的要因と不断に相互作用する開
放システムとしてみなした上で、等至点となる事象を研究対象として抽出」（Sato
２００９）することが可能な HSSを用いる。
分析方法の概要
本研究では、集団への絵本の読み聞かせにおける保育者と幼児の視線の変容プロセ
スを明らかにするだけでなく、そこでの相互作用の意味について検討を行う必要があ
る。そのために、視線の変容の意味について保育者の意図や意識について深く分析
する段階、視線の変容プロセスを時系列にそって、その変容の要因について分析す
る段階、以上２つの段階を設定して分析を行う。
SCATによる分析の手続き
大谷（２００８）８が開発した比較的小規模の質的データに有効であり、明示的な手続き
で、インタビューによって得られた言語データから構成概念を紡ぎだしてストーリー
ラインを記述し、そこから理論（理論記述）を導き出すのに有効な研究技法である
SCAT（Steps for Coding Theorization）を用いた。また、大谷（２００７）は、SCATの利
点として、「コード化とマトリクスの相互作用的なメリット」によって、より深い分
析が可能となることを示唆しており、保育者が明確に意識していない心の動きや幼児
との相互作用も分析可能になると考え、SCATを採用した。
なお、SCAT分析にあたっては、経験年数２０年以上の保育者２名も参加し、スー
パーバイズを受けることで、補足、加筆し精査を行い、その妥当性、信頼性を高めた。
TEMによる分析の手続き
本研究では、集団への絵本の読み聞かせにおける保育者と幼児の視線の変容プロセ
スに着目する。また、読み聞かせにおける相互作用の意味について明らかにするため
に、視線の動きだけを切り取るのではなく、読み聞かせを行っている環境や状況を捨
象せずに、その視線の変容プロセスを明らかにしようと考えた。そこで、下記の理由
から TEMを用いることとした。
TEMとは、Valsinerが、発達心理学・文化心理学的な観点に等至性（Equifinaly）
概念と複線経路（Trajectory）概念を取り入れようと創案したもので（サトウ２００６）９、
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【ストーリーライン】
ａ．保育者は、絵本の読み聞かせに向けて、手遊びを子どもの興味適合度の高さ
に配慮して準備した。そして、それによって読み聞かせのための事前状況操作を
行うことで、お話楽しみ雰囲気を子どたちに導き、その際に遠くにいる子に視線
を送りつつその、一人一人の子どもの視線高度の適正さを判断しつつ自分の位置
制御を行い、視線による反応探索を行っている。
ｂ．保育者の視線を受けた子どもは、保育者意図読みとりを行い、視線の協調を
示したり、動きの模倣を示したりすることで、それらの反応を受けて、保育者は
次の視線の移行を行う。そして、子ども全体が読み聞かせ受容による静寂に至っ
たのを保育者は見逃さずに、絵本を読み始める。
理論的記述
・絵本を読み聞かせの前の段階で保育者は、２つの意図を持って注視を行ってい
ることが示された。まず、手前の子どもについては、その身体や姿勢の在り様を
注視しつつ、位置関係を決定している。次に、ほぼ同時に、遠く離れている子ど
もについては、その子どもが読み聞かせ以外の現象に注意がそれないか、注視す
ることで子どもの注意を保育者の表情にひきつけることで、保育者の意図を伝え、
良い状態で読み聞かせにはいるよう強く意識していることが明らかになった。
人間の経験を時間的変化と社会的・文化的な文脈との関係で捉え、その多様な経路を
記述するための方法論的枠組みである。Valsinerは、人間の成長を開放システムとし
て捉えることで、人が他者や自分を取り巻く社会的な状況に応じて異なる経路を選択
し、多様な経路をたどりながらも、類似した結果に辿りつくという、等至性概念を用
いて、人間の成長のプロセスを記述しようとしたのである。これを受けて、中坪ら
（２０１０）は、この TEMを用いることで、人間の思考や行動、態度、感情の時間的な
変化とそのプロセスを捉える可能性を示唆している。
本研究では、TEM図の作成に際して、Table１に示したように、人がある行為や選
択を行って「多様な経験の経路がいったん収束する地点」を等至点（Equifinaly point：
以下、EFP）として焦点化し、時間的な経過に伴って、EFPに至る経路の変化やその
多様性を捨象することなく記述することを目指した。そこで、EFP以外にも Table１
に記載しているように、「論理的・制度的・慣習的にほとんどの人が経験せざるをえ
ない地点」として必須通過点（Obligatory Passage Point、以下 OPP）を用い、その他
にも分岐点（Bifurcation Point、以下 BFP）、社会的方向づけ（Social Direction、以下 SD）、
社会的促進（Social Guidance、以下 SG）を用いることで、その経路の多様性が視覚
的に理解しやすくなるように記述を行った。
４．結果と考察
SCATの分析結果
ここでは、まず分析手続きにおいてとして示した SCATによる分析から得られ
た６つのストーリーラインを示し、その考察として３つの理論的記述を示す。
（１）２つの意図による注視
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【ストーリーライン】
ｃ．保育者はページめくりによる期待感の増加効果を上手く使って、子どもの発
話反応に応じたり、子どもの表情変化の読み取りを行いつつ、それに合わせて注
視を行う。
ｄ．注意が逸れた子どもに対しては、その子が置かれた状況の理解提示をして、
説明的受容を行う。決して、言葉による直接的・強制的指導への嫌悪感からそれ
は行わず、子どもの言動予測への期待を行いつつ注視を繰り返し行っている。
【理論的記述】
・絵本を読み始めると保育者は、自らが行っている絵本の読み聞かせに対する幼
児の反応に対して、即時的に注視を用いている。とくに、ページをめくった後の
子ども一人一人の言動や表情の変化に敏感に反応し注視を行う。その一方で、保
育者は他の事象に注意をそらしている幼児の反応にも敏感で、その注意を強制的
に引き付けるのではなく、期待を抱きつつ、絵本に注意が向いたときをねらって
注視を行うことで、絵本の読み聞かせへと引き込もうとする姿が明らかになった。
考察：この絵本のはじまりの段階では、保育者が絵本の読み聞かせをはじめるため
に、手遊びなどを通して、お話を楽しもうという雰囲気作りを行う。そして、この雰
囲気を感じ取ることで子どもたちがしだいに集中し、静かになったタイミングを推し
計りながら、子どもたちの姿勢などの身体の在り様を注視していることが明らかに
なった。
特に、子どもについては、大まかに保育者の側にいる群と離れている群を分けて
２つの意図を使い分けて注視を行っていることが明らかになった。
初めに、側にいる群では、子どもがより長い時間でも集中できるように、身体的な
苦痛や疲労を感じないような姿勢でいるのかを、子どもが絵本に向ける視線の角度と
首の角度に配慮した注視であることが示された。次に、離れている群については、絵
本の読み聞かせ以外の物や事象に注意がそれないように、読み聞かせに誘導するよう
な意図で注視を用いていることが示された。
この２つの意図による注視は単純に保育者と対象児の距離によって使い分けられる
わけではない。日常の子ども理解をもとにした評価がベースとなっており、その子の
集中力や絵本の嗜好など多岐にわたっていることが示された。
（２）反応を待つ注視
考察：はじまりの段階では２つの意図を持って注視が用いられてきたが、この次の
段階では、読み聞かせに対する幼児の反応に対して即時的、アドホックに注視が用い
られる。この注視は、読み聞かせに集中している子どもだけでなく、他の事象に注意
が逸れている子どもにも同様に向けられる。この注視が特徴的なのは、考察で示し
た意図的な注視が２から４名程度の群・小集団に向けられていたのに対して、一人に
向けられている点にある。
保育者は、この段階の注視によって一人一人の子どもと、同じ絵を見たり、ストー
リーを知り、その絵本イメージの共有感を高めることで、読み聞かせに引き付けよう
としていることが示された。
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【ストーリーライン】
ｅ．物語が後半になってくると、保育者は次の活動へのつながり意識強化を行う。
そのため、絵本への引き込み度を高めるために、子どもの絵本注視個所への同定
をより詳細に行う。そのため、次第にページをめくる行為の遅延が見られるよう
になり、発声への配慮を強く意識するようになる。
ｆ．絵本の読み聞かせを終えて、裏表紙をめくりながら、保育者は子どもの読み
聞かせ満足感をその表情から読み取る。そして、そこからこれまでの子ども理解
の更新を行い、次の活動にその更新情報の活用を実施する。そして、次の活動が
始まってからも、幼児たちの活動の様子を見ながら、その子への読み聞かせ効果
評価を行う。
【理論的記述】
・読み聞かせが後半に近くなると、保育者は次の活動に対する読み聞かせの効果
を高めようと、幼児が絵のどの部分をみているのか、より詳細に捉えようと注視
を行う。その子が絵の注視している個所を丁寧に予測しているために、保育者の
ページをめくる行為は次第に遅くなり、発話も丁寧になっていく。読み聞かせが
終わってからも、子ども達の満足な様子を注視し、さらにその注視は、次の活動
において引き続き実施される。
（３）次の活動への架橋としての注視
考察：物語の最後の段階で、保育者の注視がさらに子どもの細かい視線の移動、瞳
の動きに向けられて注視が行われる。そのため、この注視は、不特定の複数の子ども
ではなく、特定の子ども（その子）に向けられる。その理由として、読み聞かせの教
育的な効果が次の活動に上手く活用しようとする保育者の意識が挙げられる。とくに、
最後のページから裏表紙へと移る際に、保育者はあまり視線を変えずに、これまで以
上に長い注視を特定の子どもに向けて行う。
また、保育者は、読み聞かせが終わり次の活動になっても、絵本の読み聞かせが子
どもに与えた効果について、次の活動における子どもの反応をもとに、教育的な効果
について評価を行いつつ、反応の良い子や悪い子に向けて注視を行っていることが示
された。
５．総合考察
本研究では、先に示したように①保育者の意図的な注視と、②子どもの反応に対す
る即時的な注視、③子ども理解を深めようとする細やかな注視、以上３つの注視が存
在し、変容していくプロセスを明らかにした。さらに、本章では、絵本の読み聞かせ
における保育者の注視を分析した結果と考察をもとに、Figure１に示した TEM図を
構成することで、絵本の読み聞かせにおける相互作用の意味について総合的に考察を
行うものである。
（１）TEMによる分析
VTRをもとに、本研究では絵本の読み聞かせを終えて、「次の活動に上手くつなげ
た実感」を得ることを等至点（EFP１）として位置づけた。しかし、インタビューに
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おいて、保育者が絵本の読み聞かせを終えるが、「次の活動にうまくつなげなかった
実感」を得ることも経験として存在することを示した。そこで、この経験を両極化し
た等至点 Polarized－EFP、以下 P－EFP１）として位置づけた。
結果で得られた３つの注視に変容する前後において、読み聞かせにおいて必ず行わ
れる経験として「読み聞かせのための事前状況操作の意識化」や「絵本の読み聞かせ
の開始」、「次の活動の開始」があり、これらを必須通過点（OPP）とした。また、SCAT
の分析で得られた「意図的な注視」と「即時的な注視」、「細やかな注視」の３つの注
視では、その後にいくつかの経験に分岐することが示されたため分岐点（BFP）とし
た。さらに、分岐点において、保育者を EFP１に促進した「お話楽しみモード」や「言
葉による直接的な指導への嫌悪感」などの項目は、社会的促進（SG）と位置づけた。
また、BFPの後に、実際のインタビューでは語られなかったものの、想定される経
験がいくつか挙げられ、それらの経験は破線で提示した。
（２）読み聞かせでの相互作用の意義
注視の変容プロセスをもとに作成した TEM図を用いて、絵本における相互作用の
意義について総合的に考察する。
TEM図の分岐点において、保育者が注視した際に、子どもが読み聞かせに対して
行った身体の動きや在り様の変化を読み取り、さらにそこで得た情報から子どもの心
情を理解したり、評価したりしていることが明らかになった。保育者は、絵本を媒介
することで、幼児との間に三角構造の相互作用（Figure２参照）を生みだしていると
考えられるのである。このように、ある種の情報を収集し、それを操作したりするこ
とを目的にデザインされた人工的な道具を、Norman（１９９２）１０は「認知的道具」と呼
んだ。この認知的道具と学びとの関連については、湯澤ら（２００６）１１の量概念の発達に
関する研究では、３歳から６歳の幼児が認知的道具を自発的使用と内化することに
よって量概念の発達を促進することが示されている。また、房（２００９）１２は、日記を認
知的道具として活用することで、発音学習における自己内対話を誘発する可能性を示
し、Norman（１９９６）１３においても、認知的道具の機能として、内省的認知との関連性
について示唆している。つまり、保育者は絵本の読み聞かせにおいて、幼児と絵本を
媒介して得た子どもの心情や情動などの情報を、自らの内に取り込み、内省や自己内
対話を行うことで、さらにその子どもの心情や情動への理解を深めることが可能とな
ると考えられるのである。
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実際に、本研究の事例においても、幼児が他の事象に対して注意をそらした姿を見
ても、それの原因を状況の悪さを作った自分の指導の在り方を省察し、注意をそらし
た幼児を受容しており、知り得た情報を自己内に取り込んでいる保育者の姿が示され
ている。
６．さいごに
認知的道具による内化と保育者の専門性
本研究では、総合考察として、クラス活動における絵本の読み聞かせの相互作用に
おいて、絵本が認知的道具として機能することで、そこで得た情報を内化する可能性
を示唆した。重久（１９９３）は、知識を内化することを「学習」であると述べているこ
とから、絵本の読み聞かせによって得られた子どもの新たな理解による内省は、保育
者を「学習」へといざない、その積み重ねによって保育者が自らの専門性を向上させ
るのではないかと考える。
本研究では、絵本を読み聞かせすることによってどのような情報を得ることが可能
なのか、内化はどのようにして行われるのか、以上の点については検討することがで
きなかったため、これらは今後の課題としたい。
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